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1.  平成21年9月期第3四半期の連結業績（平成20年10月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年9月期第3四半期 52,918 ― 2,518 ― 3,295 ― 7 ―

20年9月期第3四半期 72,643 1.4 15,097 △6.8 15,906 △3.1 9,692 △2.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年9月期第3四半期 0.09 0.09
20年9月期第3四半期 120.67 119.65

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年9月期第3四半期 160,912 116,454 71.4 1,428.65
20年9月期 174,991 122,363 69.0 1,501.62

（参考） 自己資本   21年9月期第3四半期  114,854百万円 20年9月期  120,721百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

平成20年9月期末配当金の内訳  普通配当23円00銭  記念配当３円00銭 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年9月期 ― 20.00 ― 26.00 46.00
21年9月期 ― 23.00 ―

21年9月期 
（予想）

7.00 30.00

3.  平成21年9月期の連結業績予想（平成20年10月1日～平成21年9月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 68,800 △30.4 700 △96.5 1,300 △93.8 △700 ― △8.71
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご参照ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご参照ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予 
  想数値と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご 
  参照ください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月14日）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の 
  適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸 
  表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年9月期第3四半期 83,763,184株 20年9月期  83,763,184株

② 期末自己株式数 21年9月期第3四半期  3,369,439株 20年9月期  3,369,003株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年9月期第3四半期 80,393,867株 20年9月期第3四半期 80,326,590株
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当第３四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年６月30日まで）における経営環境は、景気に下げ

止まり感が出てきたものの、企業収益は大幅に減少し、雇用・所得環境も厳しさを増すなど、依然として厳しい

状況の中で推移いたしました。 

このような状況におきまして、当社グループは、業績回復に向けて当社製品の競争力の向上に努めるととも

に、一層の経費削減を進めてまいりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績につきましては、売上高は52,918百万円と

前年同期に比べ19,724百万円（27.2％）の減少となりました。また、利益面につきましては、営業利益は2,518百

万円と前年同期に比べ12,578百万円（83.3％）の減少、経常利益は3,295百万円と前年同期に比べ12,611百万円

（79.3％）の減少、四半期純利益は７百万円と前年同期に比べ9,685百万円（99.9％）の減少となりました。な

お、法人税等1,992百万円には、当社とドイツ国子会社との間の製品取引等に関する移転価格課税による過年度法

人税等512百万円、また同様に日独相互協議の合意に基づく過年度法人税等戻入額△910百万円が含まれておりま

す。 

セグメント別の業績は次のとおりであります。なお、売上高につきましては、セグメント間の売上高を含んで

おります。 

  

ａ 事業の種類別セグメント 

〔光電子部品事業〕 

光電子増倍管は、北米において、PET・ガンマカメラなどの核医学検査装置向けの光電子増倍管が、その高い

性能を市場から評価され堅調に推移いたしました。しかしながら、前期まで中国等における鉄鋼需要の増加に

より売上げを伸ばしておりました発光分析向けの光電子増倍管の売上げが減少いたしました。 

イメージ機器及び光源は、景気悪化に伴う国内製造業の生産調整・設備投資抑制の影響が著しく、Ｘ線非破

壊検査用のマイクロフォーカスＸ線源や精密部品を高精度に接着するスポット光源の売上げが、国内及びアジ

アを中心に大幅に落ち込みました。 

光半導体素子は、ここ数年売上げを大幅に伸ばしておりました歯科用のＸ線診断装置向けイメージセンサ

が、主要顧客の在庫調整等の影響を受け、アジア及び国内を中心に売上げが低迷するとともに、主に欧州にお

いて好調に推移しておりました車載ネットワーク通信向けのフォトICの売上げも大きく減少いたしました。 

以上の結果、光電子部品事業の売上高は45,731百万円（前年同期比26.8％減）、営業利益は9,722百万円（前

年同期比54.1％減）となりました。 

〔計測機器事業〕 

画像処理・計測装置は、半導体故障解析装置が、半導体業界の設備投資抑制の影響を強く受けて、国内及び

アジアを中心に売上げの減少が顕著であったほか、製薬会社における研究開発向けのドラッグスクリーニング

システムの売上げも減少いたしました。 

この結果、計測機器事業の売上高は7,305百万円（前年同期比28.4％減）、営業利益は140百万円（前年同期

比90.7％減）となりました。 

〔その他事業〕 

その他事業の売上高は429百万円（前年同期比16.1％減）、営業損失は14百万円（前年同期の営業損失は54百

万円）となりました。 

  

ｂ 所在地別セグメント 

〔日本〕 

日本は、医用分野において、北米向けを中心に、ガンマカメラ、PET装置用の光電子増倍管の売上げが堅調に

推移いたしました。しかしながら、アジア及び国内向けを中心に、歯科用のＸ線イメージセンサの売上げが、

また、欧州向けを中心に、車載ネットワーク通信向けのフォトICの売上げがそれぞれ減少したことに加え、国

内及びアジア向けを中心に、電子部品や光学部品を接着するスポット光源及び半導体故障解析装置など、産業

分野においても売上げが減少いたしました。この結果、売上高は46,018百万円（前年同期比26.6％減）、営業

利益は7,730百万円（前年同期比58.8％減）となりました。 

〔北米〕 

北米は、ガンマカメラ、PET装置用の光電子増倍管の売上げは堅調に推移したものの、画像処理・計測装置の

売上げが減少したことに加え、売上高を円貨に換算する為替レートが円高となったことから売上高は減少して

おります。この結果、売上高は15,304百万円（前年同期比17.6％減）、営業利益は264百万円（前年同期比

55.1％減）となりました。 

【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報
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〔欧州〕 

欧州は、車載ネットワーク通信向けのフォトICの売上げが減少したことに加え、売上高を円貨に換算する為

替レートが円高となったことから売上高は減少しております。この結果、売上高は13,613百万円（前年同期比

25.6％減）、営業利益は1,031百万円（前年同期比60.3％減）となりました。 

〔その他〕 

その他地域は、売上高は1,962百万円（前年同期比17.4％増）、営業利益は276百万円（前年同期比20.1％

減）となりました。 

  

  

（１）資産、負債及び純資産の状況 

流動資産の主な変動は、仕掛品を中心としたたな卸資産及び有価証券などの増加はあったものの、有価証券の

取得及び設備投資などにより現金及び預金が16,664百万円、受取手形及び売掛金が8,482百万円それぞれ減少した

ことから、流動資産は前連結会計年度末に比べ12,693百万円減少しております。  

固定資産の主な変動は、減損などにより有形固定資産が1,289百万円減少するなど、固定資産は前連結会計年度

末に比べ1,385百万円減少しております。 

この結果、当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ14,078百万円減少し、160,912百万

円となりました。 

流動負債の主な変動は、支払手形及び買掛金が4,692百万円、未払法人税等が2,267百万円それぞれ減少したこ

となどにより、流動負債は前連結会計年度末に比べ5,113百万円減少しております。 

固定負債の主な変動は、退職給付引当金は672百万円増加したものの、長期借入金が返済などにより3,625百万

円減少したことから、固定負債は前連結会計年度末に比べ3,056百万円減少しております。 

この結果、当第３四半期連結会計期間末の負債合計は前連結会計年度末に比べ8,170百万円減少し、44,458百万

円となりました。 

純資産は、配当金の支払3,945百万円などにより利益剰余金が減少したこと及び為替換算調整勘定が減少したこ

となどから、当第３四半期連結会計期間末の純資産は前連結会計年度末に比べ5,908百万円減少し、116,454百万

円となりました。 

  

（２）キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローでは、前年同期に比べ7,005百万円少ない7,657百万円の資金を得ておりま

す。これは主として、税金等調整前四半期純利益の減少などにより、収入減となっております。 

投資活動によるキャッシュ・フローでは、前年同期に比べ25,182百万円多い30,400百万円の資金を支出してお

ります。非キャッシュである３ヶ月超の定期預金への預入及び有価証券の取得による支出の増加などにより支出

増となっております。 

財務活動によるキャッシュ・フローでは、前年同期は、転換社債償還充当金の払戻により、4,556百万円の資金

増でありましたが、当第３四半期連結累計期間は、配当金の支払及び長期借入金の返済などにより、5,460百万円

の資金減となっております。 

この結果、現金及び現金同等物の当第３四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末に比べ29,002百万円

減少し、15,802百万円となりました。  

  

平成21年６月26日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 

  

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。  

  

①簡便な会計処理  

重要性が乏しいため、記載を省略しております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用の計算 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

①「四半期財務諸表に関する会計基準」等の適用 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月14日）及

び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日）を

適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用 

棚卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計

期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたこ

とに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法）により算定しております。 

これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ738百万円減少しておりま

す。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

これにより、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ12百万円増加しております。 

④「リース取引に関する会計基準」等の適用 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によ

っておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計

審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができる

ことになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係

る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却

の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

ただし、リース取引開始日がリース会計基準等適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引続き採用しております。なお、この変更

に伴う損益に与える影響は、軽微であります。 

  

（追加情報） 

 有形固定資産の耐用年数の変更  

第１四半期連結会計期間より、当社及び国内連結子会社は、平成20年度法人税法の改正を機に、有形固定資

産の耐用年数を見直した結果、有形固定資産のうち、機械装置の主な耐用年数を従来の４～10年から、４～８

年に変更しております。 

これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ281百万円減少しておりま

す。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。  

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 42,343 59,007

受取手形及び売掛金 15,007 23,489

有価証券 10,000 －

商品及び製品 5,200 4,503

仕掛品 11,583 10,841

原材料及び貯蔵品 4,998 4,895

その他 6,400 5,498

貸倒引当金 △172 △179

流動資産合計 95,361 108,054

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 22,494 23,162

機械装置及び運搬具（純額） 10,609 11,843

工具、器具及び備品（純額） 3,713 4,051

土地 12,801 13,644

リース資産（純額） 64 －

建設仮勘定 4,715 2,987

有形固定資産合計 54,399 55,689

無形固定資産 370 347

投資その他の資産   

投資有価証券 2,481 2,582

繰延税金資産 6,120 6,117

その他 2,200 2,216

貸倒引当金 △21 △16

投資その他の資産合計 10,781 10,899

固定資産合計 65,551 66,936

資産合計 160,912 174,991

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,902 12,594

短期借入金 1,481 1,401

1年内返済予定の長期借入金 3,453 1,450

1年内償還予定の社債 1,360 1,360

未払法人税等 822 3,089

賞与引当金 3,718 2,749

その他 7,567 8,774

流動負債合計 26,306 31,419
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年９月30日) 

固定負債   

長期借入金 3,354 6,979

退職給付引当金 13,263 12,591

役員退職慰労引当金 1,398 1,521

その他 134 115

固定負債合計 18,151 21,208

負債合計 44,458 52,628

純資産の部   

株主資本   

資本金 34,926 34,926

資本剰余金 34,670 34,670

利益剰余金 53,497 57,542

自己株式 △6,046 △6,045

株主資本合計 117,048 121,094

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 295 407

繰延ヘッジ損益 － 27

為替換算調整勘定 △2,489 △807

評価・換算差額等合計 △2,194 △372

少数株主持分 1,600 1,641

純資産合計 116,454 122,363

負債純資産合計 160,912 174,991
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（２）四半期連結損益計算書 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 52,918

売上原価 28,467

売上総利益 24,451

販売費及び一般管理費 21,932

営業利益 2,518

営業外収益  

受取利息 311

為替差益 218

持分法による投資利益 77

その他 380

営業外収益合計 987

営業外費用  

支払利息 117

不動産賃貸費用 89

その他 4

営業外費用合計 211

経常利益 3,295

特別利益  

固定資産売却益 6

補助金収入 236

その他 0

特別利益合計 243

特別損失  

固定資産売却損 16

固定資産除却損 59

固定資産圧縮損 211

減損損失 1,075

投資有価証券評価損 1

関係会社整理損 108

特別損失合計 1,472

税金等調整前四半期純利益 2,066

法人税等 1,992

少数株主利益 66

四半期純利益 7
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 2,066

減価償却費 7,133

減損損失 1,075

賞与引当金の増減額（△は減少） 995

受取利息及び受取配当金 △335

支払利息 117

持分法による投資損益（△は益） △77

売上債権の増減額（△は増加） 7,763

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,017

仕入債務の増減額（△は減少） △4,036

その他 807

小計 13,492

利息及び配当金の受取額 335

利息の支払額 △117

法人税等の支払額 △6,053

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,657

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の増減額（△は増加） △12,341

有価証券の取得による支出 △18,646

有価証券の売却による収入 9,184

有形固定資産の取得による支出 △7,876

貸付けによる支出 △723

その他 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △30,400

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 15

長期借入金の返済による支出 △1,622

配当金の支払額 △3,827

その他 △25

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,460

現金及び現金同等物に係る換算差額 △798

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △29,002

現金及び現金同等物の期首残高 44,805

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,802
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 該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１ 事業区分の方法 

事業区分は、製品の種類及び販売市場等の類似性に基づいております。 

２ 各事業区分に属する主要な製品の名称 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、7,072百万円であり、主として

連結財務諸表提出会社の基礎的研究費及び総務、経理部門等の全社的管理費用であります。 

４ 「四半期連結財務諸表に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」の②棚卸資産の評価に関する会計

基準の適用に記載のとおり、棚卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

これにより、営業利益は、「光電子部品」が567百万円、「計測機器」が170百万円、それぞれ減少しており

ます。 

５ 「追加情報」の有形固定資産の耐用年数の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、当社及び国

内連結子会社は、平成20年度法人税法の改正を機に、有形固定資産の耐用年数を見直した結果、有形固定資

産のうち、機械装置の主な耐用年数を従来の４～10年から、４～８年に変更しております。 

これにより、営業利益は、「光電子部品」が276百万円、「計測機器」が４百万円、それぞれ減少しており

ます。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
光電子部品
（百万円） 

計測機器
（百万円） 

その他
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円）

売上高                                     

(1）外部顧客に対する売上高  45,211  7,278  429  52,918  －  52,918

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 520  26  －  547  (547)  －

計  45,731  7,305  429  53,465  (547)  52,918

営業費用  36,009  7,164  443  43,617    6,782  50,400

営業利益又は営業損失（△）   9,722  140  △14  9,848  (7,329)  2,518

事業区分 主要な製品

光電子部品 

光電子増倍管、イメージ機器及び光源（Ｘ線シンチレータ、Ｘ線イメージインテンシファ

イア、マイクロチャンネルプレート、重水素ランプ、スポット光源、マイクロフォーカス

Ｘ線源）、光半導体素子（フォトダイオード、赤外線検出素子、イメージセンサ、発光素

子、フォトIC） 

計測機器 
画像処理・計測装置（特殊ビデオカメラ、汎用画像処理装置、極微弱光画像計測装置、超

高速測光装置、光学顕微鏡用画像処理装置、非破壊検査装置） 

その他 ホテル事業 
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当第３四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

北米 ………… 米国 

欧州 ………… ドイツ、フランス、イギリス 

その他 ……… 中国 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、7,072百万円であり、主として

連結財務諸表提出会社の基礎的研究費及び総務、経理部門等の全社的管理費用であります。 

４ 「四半期連結財務諸表に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」の②棚卸資産の評価に関する会計

基準の適用に記載のとおり、棚卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

これにより、営業利益は、「日本」が738百万円減少しております。 

５ 「追加情報」の有形固定資産の耐用年数の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、当社及び国

内連結子会社は、平成20年度法人税法の改正を機に、有形固定資産の耐用年数を見直した結果、有形固定資

産のうち、機械装置の主な耐用年数を従来の４～10年から、４～８年に変更しております。 

これにより、営業利益は、「日本」が281百万円減少しております。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

北米 ………… 米国 

欧州 ………… ドイツ、フランス、イギリス 

アジア ……… イスラエル、インド、中国、韓国、台湾 

その他 ……… オーストラリア 

３ 海外売上高は、連結財務諸表提出会社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

  

 該当事項はありません。 

  

〔所在地別セグメント情報〕

  
日本 

(百万円) 
北米

(百万円) 
欧州

(百万円) 
その他
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売

上高 
 23,334  15,044  13,443  1,096  52,918  －  52,918

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 22,684  259  170  865  23,979  (23,979)  －

計  46,018  15,304  13,613  1,962  76,898  (23,979)  52,918

営業費用  38,288  15,039  12,582  1,685  67,596  (17,195)  50,400

営業利益  7,730  264  1,031  276  9,302  (6,784)  2,518

〔海外売上高〕

  北米 欧州 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  14,393  13,281  6,823  281  34,780

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  －  －  52,918

Ⅲ 連結売上高に占める 

  海外売上高の割合（％） 
 27.2  25.1  12.9  0.5  65.7

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考資料」  

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年10月１日 至 平成20年６月30日） 

  

科目 

平成20年９月期第３四半期

金額（百万円）

Ⅰ 売上高    72,643

Ⅱ 売上原価  33,552

 売上総利益  39,091

Ⅲ 販売費及び一般管理費  16,406

Ⅳ 研究開発費       7,587

 営業利益  15,097

Ⅴ 営業外収益  1,041

Ⅵ 営業外費用  231

 経常利益  15,906

Ⅶ 特別利益  508

Ⅷ 特別損失  595

  税金等調整前四半期純利益  15,819

  法人税等  6,037

  少数株主利益  89

  四半期純利益  9,692
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前第３四半期連結累計期間（自 平成19年10月１日 至 平成20年６月30日） 

  

（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

  平成20年９月期第３四半期

区分 金額（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー      

 税金等調整前四半期純利益  15,819

 減価償却費  6,665

 退職給付引当金の増（減）額  383

 売上債権の（増）減額  532

 たな卸資産の（増）減額 △3,560

 仕入債務の増（減）額  2,168

 その他 △337

小計  21,672

 法人税等の支払額 △7,244

 その他  235

営業活動によるキャッシュ・フロー  14,663

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー      

 定期預金の純（増）減額      1,506

 有形固定資産の取得による支出 △6,214

 その他 △509

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,218

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

 短期借入金の純増（減）額 △20

 長期借入金の純増（減）額 △2,110

 転換社債償還充当金の返戻による収入  9,372

 親会社による配当金の支払額 △3,364

 その他  678

財務活動によるキャッシュ・フロー  4,556

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △307

Ⅴ 現金及び現金同等物の増（減）額  13,693

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  35,067

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高  48,761
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前第３四半期連結累計期間（自 平成19年10月1日 至 平成20年６月30日）              (単位：百万円）

  （注）各事業区分に属する主要な製品の名称 

  

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年10月1日 至 平成20年６月30日）           （単位：百万円） 

 （注） 各区分に属する主な国又は地域 

北米 ………… 米国 

欧州 ………… ドイツ、フランス、イギリス 

その他 ……… 中国 

   

（３）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  光電子部品 計測機器 その他 計 消去又は全社 連結

売上高                               

(1)外部顧客に対する売上高  61,970  10,161  511  72,643  －  72,643

(2)セグメント間の内部  

売上高又は振替高 
 509  35  －  544          (544)  －

計  62,479  10,196  511  73,188  (544)  72,643

営業費用  41,317  8,690  566  50,573  6,972  57,546

営業利益又は営業損失(△)  21,162  1,506  △54  22,614  (7,517)  15,097

事業区分 主要な製品

光電子部品 

光電子増倍管、イメージ機器及び光源（Ｘ線シンチレータ、Ｘ線イメージインテンシファイア、

マイクロチャンネルプレート、重水素ランプ、スポット光源、マイクロフォーカスＸ線源）、光

半導体素子（フォトダイオード、赤外線検出素子、イメージセンサ、発光素子、フォトIC） 

計測機器 
画像処理・計測装置（特殊ビデオカメラ、汎用画像処理装置、極微弱光画像計測装置、超高速測

光装置、光学顕微鏡用画像処理装置、非破壊検査装置） 

その他 医療用薬剤の研究開発、ホテル事業 

〔所在地別セグメント情報〕

  日本 北米 欧州 その他 計
消去又は 
全社 

連結

売上高                                    

(1)外部顧客に対する  

売上高 
 35,710  18,062  17,886  983  72,643  －  72,643

(2)セグメント間の内部  

売上高又は振替高 
 26,966  504  406  688  28,566    (28,566)  －

計  62,676  18,567  18,293  1,672  101,209     (28,566)  72,643

営業費用  43,893  17,979  15,696  1,325  78,894     (21,348)  57,546

営業利益  18,783  588  2,596  346  22,315  (7,217)  15,097
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前第３四半期連結累計期間（自 平成19年10月1日 至 平成20年６月30日）       （単位：百万円）

 （注） 各区分に属する主な国又は地域 

北米 ………… 米国 

欧州 ………… ドイツ、フランス、イギリス 

アジア ……… イスラエル、インド、中国、韓国、台湾 

その他 ……… オーストラリア 

  

  

〔海外売上高〕

  北米 欧州 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高  17,733  17,725  10,356  376  46,192

Ⅱ 連結売上高  －  －  －  －  72,643

Ⅲ 連結売上高に占める    

海外売上高の割合（％） 
 24.4  24.4  14.3  0.5  63.6
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